






資源評価のまとめと2016年漁期ABCの算定方法

• 資源評価のまとめ
資源水準は高位、動向は増加（昨年度：高位・増加）
資源評価に必要な情報は限定的であり、資源量推定は困難

• 資源管理の方策
近年の資源状態は比較的高い水準に維持されており、知事
管理のもとで制限された許可隻数で操業されていることから、
近年の漁獲を継続する

• ABCの算定
ABC算定規則「とり残し資源量一定等の漁獲方策」
現状の操業形態になった1997年漁期以降の最大漁獲量43
トン

2016年漁期ABC

＊を付したシナリオは中期的管理方針に合致する
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1997年漁期以降の
最大漁獲量＊
（C1997）

Limit － － － － － 43トン

Target － － － － － 34トン
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資源評価のまとめと2016年漁期漁獲量の算定方法

資源評価のまとめ
資源水準は低位、動向は横ばい（昨年度：低位・横ばい）
資源評価に必要な情報は限定的であり、資源量推定や来遊
量予測は困難

算定漁獲量
ABC算定規則 2-1)
ABClimit=δ1×Ct×γ1＝1.0･Cave3-yr･0.70
δ1：漁場が分布域の南端に限られており、漁獲努力量が資源に対して大き

な影響を与えないと考えられるため１とした

Ct：2012～2014年漁期の平均漁獲量（Cave3-yr）を使用

γ1=1＋k(b/I)、bとIは資源量指標値の傾きと平均値（2012～2014年漁期）、

kは標準値 1.0

管理基準
資源の状態に合わせた漁獲

2016年漁期算定漁獲量

漁獲シナリオ
（管理基準）

Limｉt／
Target

F値
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2016年漁期
算定漁獲量

資源の動向に
合わせた漁獲＊
（1.0･Cave3-yr･0.70）

Limit － － － － － 180トン

Target － － － － － 150トン

＊を付したシナリオは中期的管理方針に合致する
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